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サンワテクニカルセミナ ー '21では、 Industrie4.0

実現の基盤となる最新シミュレ ーション技術や

IoTソリューション、応用の幅が広がるAR技術や、

3Dプリンタの活用事例などをご紹介します。

皆様のご来場をお待ちしております。

「 名古屋会場
1 

2016年 9月16 日（金）

〈会場URL〉

http·//jptower-nagoya jp 

● JR名古屋駅 徒歩1分

定員 100名

〈会場URL〉

http·//kc-space.jp/conference/ 

● JR大阪駅 徒歩8分

定員 100名

「 福岡会場
｀ 「 東京会場

｀ 

2016年 10月14日（金）
13:00(開場）

13:20(開始）-17:00 

2016年 11月18日（金）
13:00(開場） 宮内庁■ 心
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■アクロス福岡

大会議室

http://www.t-i-forum.eo.jp/ 

●有楽町駅より徒歩1分

東京駅より徒歩5分

定員 100名

天神交差点

〈会場URL〉
〈会場URL〉

http://www.acros.ar.Jp/ 

●地下鉄空港線天神駅 徒歩5分

定員 100名

※各会場の定員になり次第締め切らせていただきます

§�l!NWAサノワナクノス株式会社
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http://kc-space.jp/conference/
http://www.t-i-forum.co.jp/
http://www.acros.or.Jp/
http://jptower-nagoya.jp/
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「lndustrie4.0の進展」 ～デジタルツインが実現する新しいものづくり ～

講師：シ—メンス株式会社様
lndustrie4.0を牽引するシーメンスの最新の設計•製造シ
ミュレ ーション技術をご紹介します。

「最新ARによるリアルとバー チャルの融合」

講師：サン電子株式会社様
ウエアラブルコンピュー タとAR(拡張現実）技術を組み合
わせたト ータルソリューションシステムをご紹介します。

休憩、コー ヒーブレイク15:00-15:20

「M2M/loTシステム工場への導入実践」
～ （株）コンテック小牧工場導入事例～

講師：株式会社コンテック様
コンテック小牧工場導入事例をもとに、M2M/loTソリュー

ションをご紹介します。

「3Dプリンタ活用による大型プリンタの生産改革」
～高付加価値•少量生産に対する改革～

講師：株式会社リコー 様 生産ラインのあり方を変える、3D プリンタの活用事例をご紹介します。

名古屋会場につきましては追加プログラム、一部時間の変更がございます

WebかFAXのいずれかでお申し込みいただけます

下記弊社WEBサイトにアクセスいただき、「WEBエントリ —フォ ーム」にてお申し込みください。

http://www.sunwa.eo.jp/entryform/seminar2016.html 

（サンワテクニカルセミナ ー 置9

希望会場のご選択と下記お客様情報をご記入の上、FAXにてお申し込みください。

13:30 
s 

14:15 

14:15 
s 

15:00 

15:20 
s 

16:05 

16:05 
s 

16:50 

□名古屋会場 9/9(金） ［］大阪会場 9/16(金） ［］福岡会場10/14(金） □東京会場 11/18(金）
サンワテクノス株式会社

052-583-0429 (名古屋支店） 06-6202-3944 (大阪支店） 092-713-5224 (福岡支店）
075-371-0670 (京都支店）

03-5202-4029 (本社）
042-655-6577 (東京西支店）

フリガナ フリガナ

貴社名 お名前

部署名 役職

電話番号 FAX番号

E-mail

セミナー事務局宛

※本FAX受信後、お申し込み受付確認メ ールを送らせていただきます。いただいた個人情報は当社からのセミナー、製品等のご案内に利用させていただきます。

〈お問合せ〉サンワテクノス株式会社本社〒104-0031 東京都中央区京橋3-1-1 東京スクエアガー デン18F

TEL.03-5202-4050 E-mail:info-sdd@sunwa.co.jp 
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http://www.sunwa.co.jp/entryform/seminar2016.html



